
新型コロナウイルスの感染拡大は、子ども達か
ら学びの場を奪い、経済活動を停止させました。
暮らしにもたらされた多大な苦境は未だ癒え
ることはなく、第二波第三波への不安や、社会
の閉塞感が払しょくされることはありません。
右記QRコードのWebページでは、国民民主
党のこれまでの政府への提案と、その後の結果
をまとめています。皆さまからお寄せいただいた
声を必ず政府への提言に変えて参ります。是非
今後ともご意見をお寄せいただけ
れば幸いです。 よろしくお願い申し
上げます。
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夏

第201通常国会終了報告号

2
0
2
0
年
1
月
20
日
よ
り
6
月
17
日
ま
で
の
1
5
0
日
間

を
会
期
と
す
る
第
2
0
1
通
常
国
会
が
閉
幕
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

に
つ
い
て
の
調
査
会
で
、養
育
費

途
絶
問
題
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問

題
の
ほ
か
、日
本
に
お
け
る
プ
レ
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
支
援
の
乏
し
さ
、難

し
さ
の
背
景
に
、戸
籍
主
義（
戸

籍
を
分
離
し
た
後
で
な
い
と
各
種

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
）、住
所

主
義（
前
年
収
入
や
保
証
人
が
い
な
い
と
新
し
い
家
を
借
り
ら
れ
な

い
、保
育
園
に
も
入
れ
な
い
）が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
等
の
意
見
を

申
し
述
べ
、参
考
人
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
政
府
の
自
粛
要
請
は
いつ

ま
で
続
く
の
か
？
いつ
時
点
の
、ど
ん
な
指
標
を
み
て
、誰
が
、何
処

で
判
断
し
、いつ
公
表
す
る
の
か
？
そ
の
際
、

議
事
録
を
残
す
つ
も
り
は
あ
る
の
か
？
総
理

に
伺
い
ま
し
た
。科
学
的
根
拠
も
疫
学
的
根

拠
も
持
た
な
い
政
治
判
断
で
突
然
、生
活
が

一
変
し
た
こ
と
へ
の
不
安
が
社
会
を
覆
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、政
府
か
ら
の
正
し
い
情
報
発

信
が
必
要
で
す
。

「
外
国
人
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」に
つ
い
て
の
調
査
会
で
、就
学
義
務

が
な
く
、法
定
の
健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
な
い
為
に
、視
力
や
聴
覚

の
障
が
い
に
気
付
く
の
が
遅
れ
、学
習
に
支
障
を
来
す
外
国
籍
の
子

ど
も
達
が
い
る
現
実
や
、最
も
言
語
を
習
得
す
る
幼
児
期
の
学
習

機
会
を
国
が
保
障
し
て
い
な
い
こ
と
が
、将
来
の
日
本
の
相
対
的
貧

困
率
や
社
会
保
険
財
政
に
ど
う
い
っ
た
影
響
を
及
ぼ
す
か
？
等
に

つ
い
て
、参
考
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

国
民
生
活
・
経
済
に
関
す
る
調
査
会

2020
2/12

国
民
生
活
・
経
済
に
関
す
る
調
査
会

2020
2/19

予
算
委
員
会 

集
中
審
議

2020
3/9 通

常
国
会
終
了
報
告
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Topics

Profile

伊藤 たかえ参議院議員

1975年（昭和50年） 6月30日  名古屋市生まれ。1998年に金城学院大学文学部卒業

後、テレビ大阪に入社、報道記者として事件取材やドキュメンタリー番組を制作。2013

年株式会社リクルート育休中に金城学院大学非常勤講師着任。2016年参議院議員選

挙にて初当選。「子どもを育てる。仕事をする。大切な人を介護する。この当たり前の営み

の両立が、こんなに息苦しくない社会を創りたい」との公約を日々当事者として噛みしめ

る7歳と5歳の女の子の母。

消費者法ニュースに寄稿

伊藤たかえ事務所
〒456-0002 愛知県名古屋市熱田区金山町1-5-3 トーワ金山ビル7F

アスナル
金山

ANAクラウン
プラザホテル

南口

●郵便局

名鉄名古屋線
至名古屋

東海道本線

伏
見
通

大
津
通

金山駅

ココ

１Fに「UR賃貸
ショップ金山」が
入っているビルの

７Fです

052-683-1101T E L

FAX
 E-mail

052-683-1102
mail＠itoutakae.info

＠itotakae0630

伊藤孝恵

itotakae

＠itotakae0630

https://itoutakae.info/

伊藤たかえホームページ

慈恵病院では、2007年から親が育てられない乳幼児を匿名で受け入れる「こうのとりのゆりかご
（赤ちゃんポスト）」を運営し、昨年12月には、孤立した母親の出産が差し迫っている場合等に限り、
匿名で出産できる「内密出産※」を実施すると発表しました。家族観や宗教観、倫理観を根とした
数多の批判や懸念があるのは承知しておりますが、赤ちゃんポストや内密出産でないと救えない
小さな命や母体の安全があるのも事実であり、それを守ることの方が、
比べようもなく価値があると思います。全てを病院や自治体任せに
するのではなく、国が必要な法整備を検討すべきだとの想いから、
玉木雄一郎代表と共に現場を取材しました。

消費者法ニュース123号
（2020年4月発行）の特
集「消費者庁は機能して
いるか」に寄稿

未就学児等への影響を鑑み、全学校種での9月入学は
見送るものの「ダブルチャンス入学」として、来年度に限っ
て大学の入学試験を春と夏の2度行い、4月入学と9月入
学の併用を求めると共に、失われた学校行事やスポーツ
大会等を再度開催するための機会創出と財政措置を政
府に要望する。

▲

「公党の代表が、代表質
問で総理に対して見解を
問い、実際に現地に来る
というのは重いことなん
です」と地元メディアの記
者さん

2時間座談会開催（2月8日）

国民民主党 9月入学検討
ワーキングチーム事務局長に就任

玉木雄一郎代表と「内密出産」の現場へ（2月20日）

日本若者協議会
「学びの保障と9月入学を考える
院内集会」に登壇（6月2日）

中区・栄で15歳～21歳の若者との
座談会を開催

▲

ゲノム編集食品の 
「表示義務」について考える

▲６回の議員間討議等を経て
　中間報告を取りまとめ

▲城井崇座長と共に 

テレビ朝日
「朝まで生テレビ！」
激論！女性国会議員大集合！
ド～する？！男女格差

ニコニコ生放送
ヤジは置いといて！国民民主党は「選択的夫婦別姓」やっぱり実現したい

YouTubeたまきチャンネル
「伊藤孝恵×玉木雄一郎　
党首、鬼になる。邪気を払って
よい一年に！豆まきしてみた。」

CBCラジオ
「国会ふるさと便」

東京新聞
「健康な人はマスクは要らないと専門家
は言うが、無症状保菌者として感染源に
ならないためにもマスクはする」

ニコニコ生放送
「みんなで9月入学を考える！」

テレビ朝日
「報道ステーション」他
予算委員会質疑

東京新聞
「障がいのある議員への配慮はスロープなどの
施設整備にとどまるべきではない。在宅勤務や
遠隔審議についても議論をしてほしい」

YouTube
「こくみんうさぎの部屋 番外編　
手洗い・うがいをしっかりしよう！」

Facebook Japan
「Instagramで政治家と話そう」

2020
1.13

2020
2.5

2020
2.7

2020
3.21

2020
4.1

2020
5.21

2020
3.9

2020
3.30

2020
4.9

2020
7.7

2020
7.16

2020
7.19

※匿名で出産することを望む母親が、病院にだけ身分を明かし、子どもが後に自分の出自を知る権利を病院が独自に保証する制度。ドイツでは2014年から実施されており、
慈恵病院は再三、国や熊本市に対し、日本における制度の検討を求めているものの、子どもの戸籍作成や特別養子縁組等の課題があるとの理由で検討は進んでいない。

新型コロナウイルス感染症の収束に向けて

国
会
議
員
、公
認
候
補
内
定
者
、 

都
道
府
県
連
か
ら
の
要
望
・
意
見
　

共
同
会
派
で
の
整
理

政
府
与
野
党
連
絡
協
議
会

国
民
民
主
党

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部 

総
会

● 

省
庁
か
ら
要
望
・
意
見
に
つ
い
て
、 

現
状
確
認

● 

共
同
会
派
に
提
出
す
る
要
望
・
 

意
見
の
整
理

月曜火曜金曜 水曜
17
時
メ
ド
締
め
切
り

国民民主党
新型コロナウイルス対策本部における
要望・意見の取り扱いについて

省
庁
に
出
席
要
請

メディア掲載

media

NHK
「ニュース７」他 予算委員会質疑

時事通信社
「オンライン教育、中身の充実を」

ワーキングチームの中間報告（要旨）

詳しくはこちら

▲

https://www.dpfp.or.jp/covid19/dpfp_initiatives

ご意見
お寄せ
ください！

NHK
TV中継

伊藤たかえ参議院議員

第201通常国会閉幕

寄せられた声を
すべて我が事として

6月2日 文教科学委員会　
著作権法改正案 参考人質疑

7月16日 予算委員会　
新型コロナウイルス感染症への対処等に係る閉中集中審議

5月27日 国民生活・経済に関する
調査会 意見交換

5月22日 地方創生および消費者問題に
関する特別委員会　国家戦略特区改正案

5月21日 文教科学委員会　
一般質疑

2月19日 国民生活・経済に関する
調査会

愛参7 区 版 国民民主プレス編集部
〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-1 TEL:03-3595-9988（代表）
MAIL:press@dpfp.or.jp  URL:https://www.dpfp.or.jp

こくみんみんしゅ

KOKUMIN MINSHU PRESS
号外
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ワーママ参議院議員が解説！
｢育児はママがやるもの？」
｢どうしたらパパも休める？」
日本の“男性育休”事情

2019.8

https://domani.shogakukan.co.jp/221431

大切なことだから。
｢5歳からの」
子どもの性教育を考える

2020.3

https://domani.shogakukan.co.jp/291249

読み聞かせしながら涙腺崩壊！
子どもと一緒に読みたい
感動絵本3選

2019.9

https://domani.shogakukan.co.jp/228266

｢産後ケア」が法律で
定められたってホント？

2020.3

https://domani.shogakukan.co.jp/294130

ここがヘンだよ！
国会議員のドレスコード。
現役国会議員ドマーニストが
その理由をおこたえします。

2020.3

https://domani.shogakukan.co.jp/300567

今春、年長さんになる
お子さんのママ必見！
「ラン活」は桜の開花と共に！？

2020.4

https://domani.shogakukan.co.jp/304079

一斉休校で生活リズムが乱れてる！
朝起きない！そんな小学生に
ZOOM朝の会のススメ

2020.5

https://domani.shogakukan.co.jp/322339

絵本『すずちゃんののうみそ』
に学ぶ、
自閉症スペクトラム（ASD）のこと

2020.5

https://domani.shogakukan.co.jp/320480

絵本『あいちゃんのひみつ』
に学ぶ、ダウン症のこと

2020.5

https://domani.shogakukan.co.jp/322369

国会議員のマスクコーデを
参議院で調査してみました！

2020.6

https://domani.shogakukan.co.jp/349563

絵本『このあと どうしちゃおう』に
学ぶ「死」について話す
ということ

2020.7

https://domani.shogakukan.co.jp/346912

小学館のWEBマガジン

コラム連載中

WEB
で

「ニッポンのワーママはかっこいい！」を合言葉に、雑誌とWEBを展開する小学館の「Domani（ドマーニ）」で、2019年8月からコラムを連載しています。

WOMEN  ワーママ生き方論LIFESTYLE  子育て

WOMEN  子育て

LIFESTYLE  ワーママ

LIFESTYLE  子育てLIFESTYLE  子育て

LIFESTYLE   子育て

LIFESTYLE   子育て

LIFESTYLE   子育てLIFESTYLE  子育て

LIFESTYLE  ワーママ

全
国
一
斉
休
校
に
係
る
休
業

対
応
助
成
金
申
請
の
、運
用
面

で
の
不
整
合
の
指
摘
の
他
、と
あ

る
議
員
が「
幼
保
無
償
化
か
ら

今
は
外
れ
て
い
る
幼
稚
園
類
似

施
設
や
各
種
学
校
の
支
援
が
朝

鮮
学
校
の
支
援
に
繋
が
る
と
し

た
ら
問
題
な
の
で
、補
助
金
を
出
す
べ
き
で
な
い
」旨
の
発
言
を
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
、愛
知
県
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
紹
介
致
し
ま
し
た
。

↓
愛
知
県
に
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
1
校
、ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校

11
校
、朝
鮮
人
学
校
4
校
の
計
16
校
の
未
就
学
児
を
受
け
入
れ
て
い
る
外
国
人

学
校
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
を
無
償
化
す
る
た
め
、未
就
学
児
の
受
け
入
れ

施
設
を
学
校
と
切
り
離
し
、認
可
外
保
育
施
設
と
し
て
届
け
出
を
し
直
し
て
い

ま
す
。現
在
、各
種
学
校
と
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
3
校
の
幼
稚
部
が
認

可
外
保
育
施
設
に
変
更
さ
れ
、無
償
化
対
象
に
。各
種
学
校
と
し
て
も
認
可
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
3
校
も
届
出
済
。残
る
10
校
も
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。子
ど
も
の
学
び
や
育
ち
に
線
引
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

文
教
科
学
委
員
会 

委
嘱
審
査

2020
3/18

予
算
委
員
会 

本
予
算
反
対
討
論

2020
3/27

緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る
東
京
都
知

事
選
挙
の
対
応（
ネ
ッ
ト
選
挙
の
必
要
性
）

を
述
べ
た
他
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係

る「
給
付
金
事
務
代
行
手
続
き
詐
欺
」「
消

毒
詐
欺
」「
マ
ス
ク
送
り
付
け
商
法
」「
給
付

金
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
」等
の
消
費
者
被
害
に

つ
い
て
、政
府
の
対
策
を
大
臣
に
　
　
　

伺
い
ま
し
た
。

地
方
創
生
お
よ
び
消
費
者

問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

大
臣
所
信
に
対
す
る
質
疑

2020
5 / 8

違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
主
観
要
件「
こ
れ
が
違
法
な
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
は

知
ら
ず
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
し
ま
っ
た
」と
い
え
ば
民
事
措
置
も
な
く
、刑

事
罰
に
も
問
わ
れ
な
い
。ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
も
対
象
外
。メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て

き
た
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
場
合
は
違
法
で
は
な
い
等
、改
正
案
に
抜
け
道

が
多
い
こ
と
へ
の
懸
念
や
、違
法
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
対
策
の
充
実
に
係
る
検
討

条
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る「
海
外
で
の
実
効
性
あ
る
違
法
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
対

策
」を
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
?
に
つ
い
て
、参
考
人

の
ご
所
見
を
伺
い
ま
し
た
。

最
先
端
技
術
を
駆
使
し
て
便
利
な
暮
ら
し
を
可
能
に
す
る
一
方
、超
監

視
社
会
に
繋
が
る
懸
念
が
拭
え
な
い
、い
わ
ゆ
る「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
法
案
」

に
対
す
る
反
対
討
論
。

住
民
の
合
意
形
成
が
な
い
ま
ま
、自
治
体
が
保
有
す
る
個
人
情
報
が
事

業
者
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、衆
議
院
で
は
付
け
ら
れ
な
か
っ
た

付
帯
決
議
を
15
項
目
に
わ
た
っ
て
付
し
ま
し
た
。

法
案
に
つ
い
て
は
、海

外
で
の
著
作
権
侵
害
対

策
は
、政
府
の
費
用
助
成
が
急
務
で
あ
る
旨
を

申
し
述
べ
ま
し
た
。現
在
は
権
利
侵
害
さ
れ
た

場
合
、個
社
ま
た
は
個
人
が
、係
争
に
係
る
全

て
の
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

産
業
財
産
権
の
よ
う
な（
特
許
庁
の「
中
小
企

業
等
海
外
侵
害
対
策
支
援
事
業
」の
よ
う
な
）

冒
認
商
標
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
が
棄
損
さ
れ
た

場
合
、そ
の
取
り
消
し
や
紛
争
解
決
を
支
え
る

助
成
制
度
が
必
要
で
す
。

地
方
創
生
お
よ
び
消
費
者
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会
　
国
家
戦
略
特
区
改
正
案

2020
5/22

紛
争
決
着
ま
で
実
に
10
年
弱
を
要
し
、巨
大
な
株
式
会
社
を
相
手
に
最

高
裁
ま
で
争
っ
た
内
部
通
報
訴
訟
経
験
者
の
濱

田
正
晴
参
考
人
の
他
、拝
師
徳
彦
弁
護
士
や
田
中

亘
東
大
教
授
に
、本
法
案
の
足
ら
ざ
る
点
や
次
回

改
正
に
向
け
た
論
点
、特
に
行
政
内
で
の
文
書
改

ざ
ん
や
破
棄
・
隠
ぺ
い
、虚
偽
答
弁
に
つ
い
て
の
内

部
通
報
は
保
護
対
象
外
と
な
る
点
を
如
何
に
是

正
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

地
方
創
生
お
よ
び
消
費
者
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会 

公
益
通
報
者
保
護
法
参
考
人
質
疑

2020
6/3

地
方
創
生
お
よ
び
消
費
者
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会 

公
益
通
報
者
保
護
法
質
疑

2020
6/5

予
算
委
員
会 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
処
等
に
係
る
閉
中
集
中
審
議

2020
7/16

文
教
科
学
委
員
会

著
作
権
法
改
正
案
質
疑

2020
6/4

コロナ禍の中で生まれた不条理を  
 大臣の     に 届けるために耳

子
ど
も
の
権
利
条
約
第
12
条
に
お
け
る
意
見
表
明
権
の
保
障
の

た
め
、大
臣
に
よ
る
子
ど
も
向
け
記
者
会
見
の
実
施
を
求
め
た
他
、

第
6
条
の
生
き
る
権
利
に
係
る
経
済
的
困
窮
状
態
に
あ
る
児
童

生
徒
へ
の
学
校
給
食
未
執
行
分
の
昼
食
費
支
援
や
、家
庭
学
習
環

境
を
整
え
る
為
の
通
信
費
支
援
。更
に
は
休
校
措
置
解
除
後
、中

国
で
相
次
ぐ
体
育
授
業
時
の
マ
ス
ク
着
用
に
起
因
す
る
死
亡
例
を

鑑
み
た
文
科
省
の
対
応
に
つ
い
て
、大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

文
教
科
学
委
員
会 

一
般
質
疑

2020
5/21子

ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
た
め
、養
育
費
は
必
要
な
も
の

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、そ
の
法
的
担
保
が
な
い
現
状
の
課
題
に
つ
い
て
意

見
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

国
民
生
活
・
経
済
に
関
す
る
調
査
会 

意
見
交
換

2020
5/27コロ

ナ
感
染
拡
大
第
2
波
襲
来
時
に
は
、エ
ビ
デ
ン
ス
の
な
い
唐
突
な
全
国一斉

休
校
を
し
な
い
た
め
、今
回
の
休
校
の
効
果
検
証
や
影
響
評
価
を
実
施
し
、文

科
省
が一定
の
休
校
指
針
、基
準
を
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
旨
を
述
べ
た
他
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
空
白
の
保
障
や
心
の
ケ
ア
を
検
討
す
る
た
め
、政
府
専

門
家
会
議
に
感
染
症
や
経
済
の
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、教
育
学
者
や
小
児
科

医
、児
童
心
理
学
や
発
達
心
理
学
の
専
門
家
の
知
見
を
入
れ
る
こ
と
、学
校
内

で
活
動
す
る
ス
タッ
フ
が
第
2
次
補
正
予
算
で
急
激
に
増
員
さ
れ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、事
前
に
志
望
者
の
暴
力
行
為
や
性
犯
罪

等
の
犯
歴
チェッ
ク
の
仕
組
み
が
日
本
に
は
な
い

こ
と
への
課
題
感
を
述
べま
し
た
。

文
教
科
学
委
員
会 

著
作
権
法
改
正
案
質
疑

2020
6/2

ご
存
知
で
し
た
か
？
児
童
館
で
の
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
ん
な
絵
本
で
も
自
由
に

読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、そ
れ
を
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
す
る
と
著
作
権
侵
害
に
な
り
ま
す
。法
律

の
中
に「
非
営
利
の
公
衆
送
信
」の
例
外
規
定

が
存
在
し
な
い
為
で
す
。ウィ
ズ
コ
ロ
ナ・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
を
議
論
す
る
の
な
ら
、こ
の
第
38
条
第
1
項
改
正
が
必
要
な
旨
を
述
べ
た
ほ

か
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
親
和
性
に
つ
い
て
、大
臣
の
御

所
見
を
伺
い
ま
し
た
。体
は
別
々
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
も
共
に
学
べ
る
時
代
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。い
ま
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
グ
ッ
と
前
に
進
め
る
時
で
す
。

こ
の
改
正
案
は
ま
だ
、暮
ら
し
が
あ
り
、家
族
が
い
る
中
で
、そ
れ
で
も
勇

気
を
振
り
し
ぼ
っ
て
公
益
に
資
す
る
行
動
を
す
る
通
報
者
を
ち
ゃ
ん
と
守

れ
る
法
律
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。事
業
者
が
通
報
者
に
制
裁
人
事
を
し

た
場
合
の
罰
則
が
要
り
ま
す
。制
裁
人
事
か
否
か
の
立
証
責
任
は
事
業
者

側
に
転
換
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。通
報
す
る
際
に
持
ち
出
す
裏
付

け
証
拠
資
料
の
免
責
規
定
も
不
可
欠
で
す
。

3
年
後
の
修
正
に
向
け
、衆
議
院
で
は
付
け

ら
れ
な
か
っ
た
内
容
を
含
む
、13
項
目
に
わ
た

る
附
帯
決
議
を
全
会
一
致
で
付
し
ま
し
た
。

熊
本
の
被
災
地
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
を
県
内
や
町
村
内
に
限
っ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、Go
To
キ
ャ
ン
ペー
ン
が
始
ま
れ
ば
観
光
客
を
迎
え
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
矛
盾
や
、W
H
O
お
よ
び
世
界
32
ヵ
国
2
3
9
人
の

感
染
症
専
門
家
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
を
厚
労
省
は「
ナ

イ
」と
言
い
切
る
矛
盾
に
つ
い
て
疑
義
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

文
科
省
の
事
務
連
絡「
マ
ス
ク
は
基
本
的
に
は
常
時
着
用
」に
よ
り
、幼

稚
園
・
小
中
学
校
内
で
の
熱
中
症
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
る
旨
の
指
摘

の
他
、教
員
が
校
内
の
消
毒
作
業
に
忙
殺
さ
れ
る
現
状
の
改
善
等
を
大

臣
に
求
め
ま
し
た
。

文
教
科
学
委
員
会
　
閉
中
一
般
質
疑

2020
7/22 体

育
授
業
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
く
て

い
い
旨
の
事
務
連
絡
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
よ
り
熱
中
症
対
策
を
優
先

す
る
旨
の
事
務
連
絡
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

参
考

議
員
立
法
と
は
？
〜
養
育
費
確
保
法
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
〜

本
会
議 

補
正
予
算
賛
成
討
論

2020
4/30

全文掲載
P6～P7
全文掲載
P6～P7

文
教
科
学
委
員
会 

著
作
権
法
改
正
案 

参
考
人
質
疑

2020
6/2

▶ 5月8日 地方創生および消費者問題に関する特別委員会　大臣所信に対する質疑6月2日 文教科学委員会　著作権法改正案参考人質疑 ▶

6月4日 文教科学委員会　著作権法改正案質疑 ▶

NHK
TV中継



児童虐待防止
１つの産声も
消さないための
「内密出産」

インクルーシブ教育
オンライン授業を
「インクルーシブ授業」
にするために

男性育休
ママもパパも！
望めばみんなが
育休取得

多胎育児支援
双子、三つ子育児
を苦行にしない

養育費途絶問題
4人に1人しか
養育費を支払わない
日本を変える

国 民 民 主 党 愛 知 県 参 議 院 選 挙 区 第 7 総 支 部 0 40 5

を伝えたい 

ママパパ議連
本音で話しちゃう！

本国憲法は「国会は、罷免の訴追を受けた裁判官を裁判する
ため、両議院の議員で組織する弾劾裁判所を設ける。」と定め

ており、衆議院参議院各10名の議員たちが一般の刑事裁判制度に
おける検察官の役割を担っています。

国会は「国家戦略特別区域法の一部を改正する法律案」
「地域の自主性および自立性を高めるための改革の推進

を図るための関係法律の整備に関する法律案」「公益通報者保
護法の一部を改正する法律案」の3つの法案が付託されました。
野党筆頭理事の仕事は、野党全体の意見集約・調整の他、与党
筆頭理事との委員会審議日程や質問時間配分、細かい手続き
などの交渉（筆頭間協議）の他、党所属議員や共同会派（立憲民主党・社民党）との連絡・調整・質問
者の決定、党国会対策委員会（国対）との連携など多岐にわたります。
国会対策の最前線で戦うのは各委員会の筆頭理事であり、与党筆頭理事と１日に何度も連絡を取り
合いながら、法案に修正を加えられるか？参考人質疑を行えるか？付帯決議を付けられるか？押し合
い引き合いしながら、折り合いをつける大切な仕事です。
今回、公益通報者保護法改正案の参議院採決にあたっては、衆議院での内容を大幅に上回る附帯
決議を全会一致で付しました。大量の付帯決議案をマスクで一気に読んだため、酸欠で息切れする
私に、与野党議員から飛んだ「ガンバレー！」「あと少し！」の声は、３年後の再改正に向け、この法案が
より良きものになるよう願いが込められた参議院の矜持の表れ？！です。

法41条には、国会は「国の唯一の立法機関」であると定められており、
議員立法は、立法府に議席を預けられた議員が、その政策を法律の形

に結実させたものと言えます。今回、国民民主党で取りまとめた「離婚の際の
父母の間における養育費の定めの確保に関する施策の推進に関する法律案
（子どものための養育費の取決めの確保に関する法律案）」は、ひとり親世帯
の約9割、貧困率は50.8％（内4割が貯金ゼロ）と言われる母子世帯の課題で
ある養育費の不払い問題を解消するため、先ずは全体の87.2％を占める協

議離婚において殆どなされていない養育費取り決めの公正証書化をするものです。
また将来的に、行政による立替え、徴収についても検討を加える附則も付けています。

「養育費は子どもの権利」です。親の愛を感じ、お腹を満たし、学びたい場所で学び、社会に飛び立っ
て行くために、どうしても必要なものなのです。

20～40代の子育て層に特化したコンテンツを配信する「子育て
世代がつながる 東京すくすく」で、超党派ママパパ議員連盟
加入議員によるリレーコラムを連載しています。

裁判官訴追委員の仕事とは？

地方創生および消費者問題に関する
特別委員会・野党筆頭理事の仕事とは？

ただただ、仲間が
欲しかった

双子のために
作り続けた、中学
3年間のお弁当

自戒を込めて…
男性育休を「特別」に
しないために

子どもが教えてくれた　
人生で大事なことは
愛する人と生きること

議員立法とは？ ～養育費確保法案を取りまとめました～

何やら男子には「5歳児
反抗期」なるものがある
らしいですが。寺田家は
いかがですか？

Q

衆議院や参議院、所属政党も関係なく、議員から議員を自由に指名し、素朴な質問を投げかけていくリレー
形式のコラム。政策や政治姿勢というより、子どもとの日々 の出来事や思い出、悩みや発見をありのまま語ることで、
政治家も同じく母であり父であり、子育て真っ最中の読者と連帯する心を持っていることや、子ども子育て
政策を推進しようと集っている超党派の議員連盟があることを知ってもらうため、2019年1月から連載開始。

悩みは
「妻と子どもは
選挙区居住が
当然」問題

公益通報者保護法改正案の
付帯決議案を読み上げ

「PoliPoli」は、東海高校出身の大学生・伊藤和真氏が2018年
2月に立ち上げた政治プラットフォーム。現在、与野党の
政治家約20名が、自分が推進したい政策を
投稿し、意見や応援を募ったり、座談会を
開催したりしています。

現役大学生が創った
政治プラットフォーム

インクルーシブ
教育についての
座談会
（7月7日）

東京新聞のWEBサイト「東京すくすく」でリレーコラム連載中

間もなく出産！
産休中も採決に参加
したい！けれど…

ビーチバレーの
国際大会を「棄権」
した理由とは…

亡くなった次男が
家族に伝えて
くれたこと

Q まもなく小学校入学が近づい
てきます。さてさて、どうしよう！
隣県山形の加藤鮎子さん、
教えてください！

Q 男性の家事・育児参加は
どうしたら進むと思われ
ますか？パートナーが協
力してくれないと2人目は
産めないのではない
かと。

Q 私自身にも言えることです
が、「旦那さまが育児の戦
力になっていますか？」。
率直なお答えをいただ
ければと思います。

トイレの「ベビー
キープ」問題は
見過ごせない！

新潟と往復、議員
宿舎で寝かしつけ…
綱渡りの「深夜国会」

MEMO

Q 国会議員になる前に、3人の
子育てをしながらお仕事もさ
れていたと聞きました。どん
なふうに乗り越えたんでしょ
うか。お話を聞いて
みたいです。

「保育園落ちたの私だ」
に寄せられた共感と
バッシング

3月11日

6月5日

「Poli Poli」でプロジェクト展開中
ポリポリ

　　は遠いと感じている人たちに届け！政治政治

「　　と　　 は
こんなに　がってる！」
政治
繋繋
暮らし

NHK記者時代にお子さんが
生まれたと聞いていますが、
その当時どうやって子育てに
参加されていましたか。お父
さんならではの子どもとの接
し方について、語っていただ
ければ幸いです。

Q

https://sukusuku.tokyo-np.co.jp

伊藤 孝恵
参議院議員・
国民民主党

第1回

寺田 学
衆議院議員・無所属

第2回

蓮 舫
参議院議員・
立憲民主党

第4回

朝日 健太郎
参議院議員・自民党

第6回

片山 大介
参議院議員・日本維新の会

第8回

鈴木 貴子
衆議院議員・自民党

第10回

里見 隆治
参議院議員・
公明党

第5回

　　　  森 裕子
（参議院議員・国民民主党）（予定）

　　　  高瀬 弘美
（参議院議員・公明党）（予定）

　　　  野田 聖子
（衆議院議員・自民党）（予定）

　　　  高木 美智代
（衆議院議員・公明党）（予定）

第12回

第13回

第14回

第15回

吉良 佳子
参議院議員・共産党

第7回

西村 智奈美
衆議院議員・立憲民主党

第9回

福島 瑞穂
参議院議員・社民党

第11回

第3回

加藤 鮎子
衆議院議員・
自民党

Q 朝日さんも小学生のお2人のお
子さんがいるとお聞きしました。
スポーツを通じた子育てや地域
活動のエピソードなどがあれば
お聞きしてみたいです。

Q ご家庭の中でお子さんとの
関わり方をお聞きしたいなと。
吉良先生が特に大切に
されてるポイントなどが
あれば教えてください。

Q 最近お2人目を出産されたばかり
で、大変な毎日かと思います。
朝早かったり夜遅かったりする日
も多いと思いますが、どんなふう
に生活をまわしてらっしゃい
ますか？

Q 転勤が多かったことから4人のお子
様はそれぞれ違う場所で生まれた
とか。里見さんならではの奥様への
配慮、両立の鍵をぜひ育児真っ只
中のパパたちに伝わるように
教えてください。

Q 双子ちゃんのママでもある
蓮舫さん！1人の子育てでも
大変なのに、双子ちゃんの子
育ては神の領域だと感じます。
子育ての秘訣を教えて
ください。

日

今

憲

コロナ禍でも議論活発
政治家と有権者つなぐ
政策紹介サイト盛況

座談会の様子
が記事になりました！座談会の様子
が記事になりました！

東京新聞 7.272020.
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令
和
二
年
度一般
会
計
予
算
、令
和
二
年
度
特
別
会
計
予
算
、

令
和
二
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算
に
対
す
る
反
対
討
論

令
和
2
年
3
月
27
日

国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

予算委員会
議事録
全文掲載

令
和
二
年
度一般
会
計
補
正
予
算
、令
和
二
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
、

令
和
二
年
度
政
府
関
係
機
関
補
正
予
算
に
対
す
る
賛
成
討
論

令
和
2
年
4
月
30
日

国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

本会議
議事録
全文掲載

　
私
は
、会
派
を
代
表
し
、た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
令
和
二
年
度
予

算
三
案
に
対
し
、反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。冒
頭
、森
友
学
園
国

有
地
売
却
問
題
で
決
裁
文
書
の
改
ざ
ん
を
強
要
さ
れ
、自
ら
命
を
絶
っ
た
財

務
省
近
畿
財
務
局
赤
木
俊
夫
さ
ん
の
手
記
や
遺
書
が
明
る
み
に
出
て
も
な

お
再
調
査
は
必
要
な
い
と
強
弁
さ
れ
る
安
倍
総
理
、麻
生
大
臣
始
め
、安
倍

内
閣
の
対
応
に
強
く
抗
議
い
た
し
ま
す
。　

　
人
生
最
期
の
日
に
、誰
に
何
を
伝
え
て
逝
く
か
。赤
木
さ
ん
は
、最
愛
の
妻

に
、そ
し
て
そ
の
人
の
母
に
も
詫
び
な
が
ら
逝
き
ま
し
た
。遺
書
の一
行
目
に

は「
義
母
」と
書
き
、二
行
目
に
は「
母
」と
書
い
た
の
は
、血
の
つ
な
が
り
は
な

く
と
も
、義
理
で
は
な
く
、本
当
の
母
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た

か
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。真
面
目
に
生
き
て
き
た
自
分
の
家
族
が
な
ぜ
死

な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、寝
て
も
覚
め
て
も
問
い
な
が
ら
、こ
れ
か

ら
も
生
き
て
い
く
遺
族
の
苦
し
み
を
想
い
、改
め
て
、第
三
者
委
員
会
に
よ
る

再
調
査
、関
係
者
全
員
の
参
考
人
招
致
を
強
く
求
め
、以
下
、本
予
算
に
反

対
す
る
理
由
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
第
一の
理
由
は
、歳
出
予
算
が
実
態
と
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
、そ

れ
を
分
か
っ
て
い
な
が
ら
修
正
す
る
努
力
を
怠
っ
た
点
で
す
。我
々
は
、衆
議

院
で
、与
党
内
に
逮
捕
者
も
出
た
カ
ジ
ノ
を
推
進
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
、

不
要
不
急
の
予
算
を
削
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
と
す
る

予
算
案
の
組
替
え
動
議
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
が
、政
府
は
こ
れ
を
一
顧
だ

に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。参
議
院
で
の
審
議
を
進
め
る
中
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
が
決
ま
り
、歳
出
項
目
の
大
幅
な
修
正
は
、も

は
や
疑
う
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
粛
要
請
に
よ
っ
て
、イ
ベン
ト
関
連
事
業

や
外
食
産
業
、観
光
業
界
、百
貨
店
等
の
み
な
ら
ず
、様
々
な
分
野
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
深
刻
な
影
響
も
鮮
明
と
な
り
ま
し
た
。今
必
要
な

の
は
、融
資
で
は
な
く
、返
済
不
要
の
直
接
的
な
資
金
支
援
や
、年
度
末
に
お

け
る
納
税
、銀
行
債
務
の
大
幅
な
支
払
猶
予
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
加
え
て
、唐
突
に
決
定
さ
れ
た
一
斉
休
校
に
よ
り
仕
事
を
休
ん
だ
保
護
者

への
所
得
補
償
、特
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
へ々の
支
援
に
関
し
て
は
、と
に
か

く
早
く
、と
に
か
く
家
計
に
直
接
届
く
緊
急
経
済
対
策
が
必
要
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、米
国
を
始
め
多
く
の
国
々
が
迅
速
か
つ
大
胆
な
財
政
出
動
に

踏
み
切
っ
て
い
る
の
と
比
べ
、は
る
か
に
劣
る
ス
ピ
ー
ド
、は
る
か
に
劣
る
規

模
、は
る
か
に
劣
る
具
体
性
で
、生
活
者
を
安
堵
さ
せ
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。今
や
、貯
蓄
ゼ
ロ
の
単
身
世
帯
は
三
八
％
、二
人
以
上
世
帯
で
は
二

三
・
六
％
で
す
。家
計
や
消
費
の
停
止
は
日
本
経
済
の
停
止
で
あ
り
、そ
れ
は

国
民
の
命
に
直
結
し
ま
す
。政
府
は
、大
規
模
な
対
策
を
年
度
内
に
可
能
と

す
べ
く
本
予
算
の
修
正
を
行
う
べき
で
し
た
。

　
第
二
の
理
由
は
、歳
出
の
み
な
ら
ず
、歳
入
予
算
も
実
態
に
合
っ
て
い
な
い

点
で
す
。過
度
に
楽
観
的
な
経
済
見
通
し
を
前
提
と
し
た
予
算
で
あ
る
上

に
、こ
こ
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
加
味
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。政
府
は
、二
年
度
の
税
収
を
過
去
最
高
の
六
十
三
・
五
兆
円
と
見
込

ん
で
お
り
ま
す
が
、こ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
が
五
百
七
十
・
二
兆
円
と
い

う
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
見
通
し
で
す
。一
方
、現
実
に
目
を
転
じ
る
と
、名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
は
、昨
年
七
―
九
月
期
が
プ
ラ
ス
〇
・四
％
、十
―
十
二
月
期
が
マ
イ

ナ
ス一・
五
％
と
、さ
し
て
な
か
っ
た
駆
け
込
み
需
要
に
対
し
て
の
反
動
減
が

非
常
に
大
き
く
、年
率
で
見
る
と
、十
―
十
二
月
期
に
は
三
十
兆
円
程
度
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
吹
き
飛
ん
だ
計
算
に
な
り
ま
す
。見
通
し
の
維
持
に
は
今
後
三
・

七
％
と
い
う
非
現
実
的
な
高
成
長
が
必
要
で
す
が
、一―
三
月
期
以
降
は
、当

然
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
顕
在
化
し
て
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、経

済
の
実
情
を
反
映
し
て
い
な
い
予
算
に
賛
成
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。

　
以
上
、令
和
二
年
度
予
算
三
案
に
反
対
す
る
主
な
理
由
を
申
し
述
べ
ま
し

た
。審
議
を
通
じ
て
、東
京
高
検
検
事
長
の
勤
務
延
長
問
題
や
、集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
認
め
る
驚
く
べ
き
憲
法
解
釈
変
更
を
し
た
前
内
閣
法
制
局

長
官
を
国
家
公
安
委
員
に
充
て
る
人
事
な
ど
、検
察
と
警
察
の
私
物
化
を

疑
わ
れ
る
よ
う
な
事
案
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。偉
く
な
り
た
い
、豊
か
な

老
後
を
送
り
た
い
、個
人
が
抱
く
欲
望
を
逆
手
に
取
っ
て
権
力
の
濫
用
に
利

用
す
る
、一
瞬
己
の
正
義
を
封
印
す
れ
ば
優
遇
さ
れ
る
社
会
、政
治
や
行
政

の
核
に
い
る
者
が
皆
そ
れ
を
横
目
で
見
て
い
る
社
会
の
行
く
末
な
ど
暗
黒
で

す
。政
府
に
は
、国
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
予
算
編
成
と
経
済

財
政
運
営
を
抜
本
的
に
改
め
る
こ
と
を
求
め
、私
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

　
国
民
民
主
党
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
、共
同
会
派
を
代
表
し
、令
和
二

年
度
補
正
予
算
三
案
に
対
し
、賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。冒
頭
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
御
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、御
家
族
の
悲
し
み
は
い
か
ば
か
り
か
と

お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、治
療
中
の
皆
様
の一
日
も
早
い
御
回
復
を
心

の
底
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
不
安
が
日
本
中
を
覆
っ
て
い
ま
す
。自
分
が
感
染
す
る
恐
怖
は
す
な
わ
ち

自
分
の
大
切
な
人
に
感
染
さ
せ
る
恐
怖
で
あ
り
、自
分
の
命
よ
り
大
切
だ
と

思
え
る
存
在
を
あ
る
日
突
然
失
う
恐
怖
に
直
結
し
て
い
ま
す
。　

　
も
し
も
家
族
が
、我
が
子
が
発
熱
し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
受
け
ら
れ
な
い
ま

ま
自
宅
待
機
を
命
じ
ら
れ
、保
健
所
の
電
話
も
通
じ
な
い
中
で
容
体
が
急
変

し
た
と
し
た
ら
。病
院
で
付
き
添
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、臨
終
に
も
立
ち
会

え
ず
、か
け
が
え
の
な
い
人
の
最
期
の
瞬
間
に
あ
り
が
と
う
も
言
え
ず
、愛
し

て
る
か
ら
ね
と
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、そ
の
亡
き
が
ら
を
抱
き
締
め
て
泣

く
こ
と
す
ら
か
な
わ
な
い
。た
だ
焼
か
れ
、骨
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
を
濃

厚
接
触
者
と
し
て
家
で
待
つ
だ
け
。そ
れ
を
我
が
身
と
想
像
し
、胸
を
引
き

裂
か
れ
な
い
者
は
お
り
ま
せ
ん
。そ
の
悲
し
み
が
現
実
に
目
の
前
で
起
き
て
い

る
か
ら
、み
ん
な
怖
い
の
で
す
。そ
ん
な
と
き
に
、な
ぜ
小
さ
な
布
マ
ス
ク
二
枚

に
四
百
六
十
六
億
円
も
掛
け
る
の
か
、そ
こ
じ
ゃ
あ
な
い
だ
ろ
う
と
腹
立
た

し
い
の
で
す
。

　
政
治
が
自
分
た
ち
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
て
い
な
い
と
感
じ
れ
ば
、社
会

の
不
安
は
増
幅
し
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、各
国
の
ト
ッ
プ
は
国
民
と
の
信
頼
関

係
構
築
に
腐
心
し
て
い
ま
す
。ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、現
実
を
否
定
し

た
り
情
報
を
隠
し
た
り
せ
ず
、現
状
を
真
剣
に
受
け
止
め
る
こ
と
か
ら
始
め

る
の
で
す
と
、冷
静
か
つ
断
固
た
る
姿
勢
で
国
民
に
語
り
か
け
、即
座
に
検
査

を
開
始
し
ま
し
た
。デ
ン
マー
ク
の
フ
レ
デ
リ
ク
セ
ン
首
相
は
、大
人
の
参
加
を

禁
じ
た
子
供
向
け
の
記
者
会
見
を
開
き
、恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
は
い
け
な
い

こ
と
で
は
な
い
の
だ
と
、時
間
を
掛
け
て
説
明
し
ま
し
た
。台
湾
の
陳
政
府

対
策
本
部
長
は
、毎
日
の
記
者
会
見
で
質
問
が
尽
き
る
ま
で
答
え
続
け
る
こ

と
で
、国
内
の
フ
ェ
イ
ク
ニュ
ー
ス
や
差
別
、誹
謗
中
傷
と
いっ
た
分
断
を
消
し

去
り
、時
に
は
、学
校
で
か
ら
か
わ
れ
た
小
学
生
を
か
ば
う
た
め
、ピ
ン
ク
色

の
マス
ク
を
し
て
会
見
に
臨
む
な
ど
、温
か
く
実
直
な
対
応
で
、「
定
心
丸（
安

心
さ
せ
て
く
れ
る
人
）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
や
抗
体
検
査
を
も
っ
と
積
極

的
に
実
施
す
べ
き
で
す
。そ
の
上
で
、事
実
を
公
表
し
、数
字
に
基
づ
く
透
明

性
あ
る
決
定
を
提
示
し
、こ
こ
を
政
府
は
頑
張
る
か
ら
、こ
の
部
分
は
国
民

の
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
と
役
割
分
担
を
丁
寧
に
説
明
す
る
。役
割
分
担
、つ

ま
り
国
民
の
皆
様
に
は
自
粛
を
、政
府
は
、補
償
の
充
実
や
治
療
薬
、ワ
ク
チ

ン
の
開
発
、医
療
の
最
前
線
を
守
る
な
ど
、誰
も
死
な
せ
な
い
、国
民
の
命
と

財
産
を
守
る
た
め
の
政
策
遂
行
で
す
。

　
自
粛
は
、強
制
で
は
な
く
要
請
し
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、政
府
が
責
任
を

取
る
必
要
は
法
的
に
は
な
い
。財
源
は
有
限
な
ん
だ
か
ら
、融
資
や
支
払
猶

予
は
い
い
け
ど
、補
償
は
難
し
い
。そ
ん
な
冷
酷
な
本
音
が
透
け
て
見
え
る
補

正
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、一
刻
も
早
い
対
応
が
必
要
と
の
見
地
か
ら
、本
案

に
は
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
し
か
し
、対
策
の
十
全
で
は
な
い
点
を
お
伝
え
し
、更
な
る
追
加
措
置
を

早
急
に
検
討
い
た
だ
く
た
め
、以
下
、本
案
の
問
題
点
を
具
体
的
に
指
摘
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
第一に
、予
算
の
対
象
期
間
が
不
明
で
あ
り
、先
を
見
通
す
た
め
の
措
置
と

し
て
量
的
、質
的
に
十
分
で
な
い
点
で
す
。総
理
が
世
界
最
大
級
だ
と
胸
を

張
る
事
業
規
模
百
十
七
兆
円
の
緊
急
経
済
対
策
は
、そ
の
実
、前
年
度
補
正

予
算
の
未
執
行
分
や
、以
前
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
消
費
増
税
対
策
費
、税

と
社
会
保
険
料
の
支
払
猶
予
や
貸
付
け
分
ま
で
加
え
て
水
増
し
さ
れ
て
お

り
、国
が
新
た
に
支
出
す
る
、い
わ
ゆ
る
真
水
の
部
分
は
た
っ
た
の
二
十
七
・

五
兆
円
に
と
ど
ま
り
ま
す
。前
例
の
な
い
事
態
に
は
前
例
の
な
い
対
策
が
必

要
で
す
。例
え
ば
、低
金
利
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
百
年
国
債
に
よ
る
百
兆

円
規
模
の
大
胆
な
財
政
出
動
、こ
の
コ
ロ
ナ
国
債
こ
そ
、ほ
か
の
誰
に
も
で
き

な
い
、ま
さ
に
政
治
決
断
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
第
二
に
、治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
予
算
が
余
り
に
も
少
な
い
点
で
す
。

　
人
類
と
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
を
持
っ
て
い
な
い
以
上
、治
療
薬
と
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
が
目
下
の
最
重
要
課
題
で
す
。現
下
の
社
会
に
お
い
て
は
、た
と
え

国
内
感
染
が
収
束
し
た
と
し
て
も
、ま
た
国
外
か
ら
ウ
イ
ル
ス
は
入
っ
て
き
ま

す
。ワ
ク
チ
ン
が
な
け
れ
ば
、社
会
全
体
が
集
団
免
疫
を
有
す
る
ま
で
、す
な

わ
ち
多
く
の
国
民
が
感
染
す
る
ま
で
事
態
は
好
転
し
ま
せ
ん
。ウ
イ
ル
ス
と

付
き
合
っ
て
い
く
た
め
の
合
理
的
な
議
論
も
な
く
、ワ
ク
チ
ン
開
発
支
援
も

た
っ
た
百
億
円
で
あ
る
日
本
を
尻
目
に
、アメ
リ
カ
で
は
三
十
億
ド
ル
強
、お

よ
そ
三
千
二
百
億
円
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。我
が
国
は
既
に
抗
体
検

査
を
し
な
い
と
い
け
な
い
段
階
に
至
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、い
ま
だ
に
厚
生
労

働
省
は
活
用
を
決
断
で
き
ず
、検
査
キ
ッ
ト
の
開
発
や
確
保
の
た
め
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
は
、予
備
費
で
あ
っ
て
も
迅
速
に
対
応

す
べき
で
す
。

　
第
三
に
、医
療
現
場
の
現
状
認
識
が
余
り
に
乏
し
い
予
算
で
あ
る
点
で

す
。今
回
、自
宅
で
入
院
を
待
っ
て
い
る
間
に
失
わ
れ
た
命
は
、避
け
ら
れ
た

災
害
死
だ
と
言
え
ま
す
。平
時
で
あ
れ
ば
そ
の
地
域
に
お
い
て
日
常
的
に
受

け
ら
れ
た
初
期
治
療
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
死
亡
を
指
す
、避
け

ら
れ
た
災
害
死
。こ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、都
道
府
県
ご
と
、

保
健
所
ご
と
に
患
者
を
分
け
る
の
で
は
な
く
、県
を
ま
た
ぎ
、地
域
で
連
携

し
て
病
床
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。と
同
時
に
、医
療
現
場
が
今

直
面
し
て
い
る
人
的
崩
壊
と
経
営
的
崩
壊
と
い
う
二
つ
の
危
機
に
対
し
、国

に
よ
る
手
当
て
が
必
要
で
す
。も
は
や
、医
療
従
事
者
の
崇
高
な
使
命
感
に

頼
る
次
元
を
と
う
に
超
え
て
い
ま
す
。

　
第
四
に
、事
業
継
続
や
家
計
支
援
が
手
薄
な
点
で
す
。中
小
企
業
や
個
人

事
業
主
、商
店
主
な
ど
の
間
で
諦
め
倒
産
が
広
が
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。国
の
支
援
が
あ
れ
ば
何
と
か
事
業
継
続
を
し
よ
う
と
奮
い
立
つ
こ

と
も
で
き
る
の
に
、今
回
の
支
援
内
容
で
は
先
が
見
通
せ
ず
、倒
産
を
選
ぶ
と

い
う
も
の
で
す
。フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
め
た
事
業
者
向
け
の
持
続
化
給
付
金

は
、給
付
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、現
在
、二・
三
兆
円
と
さ
れ
て
い
る

予
算
を
倍
増
し
て
く
だ
さ
い
。あ
わ
せ
て
、雇
用
調
整
助
成
金
や
小
学
校
休

業
等
対
応
支
援
金
の
日
額
上
限
を
引
き
上
げ
、手
続
を
簡
易
迅
速
化
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、財
政
状
況
の
厳
し
い
自
治
体
で
あ
っ
て
も
地
域
に
お
い
て

十
分
な
補
償
を
行
え
る
よ
う
、一
兆
円
の
臨
時
交
付
金
は
、自
治
体
の
裁
量

権
を
高
め
た
上
で
五
兆
円
ま
で
増
額
し
て
く
だ
さ
い
。さ
ら
に
は
、お
と
と
い
、

全
て
の
野
党
共
同
で
提
出
し
た
家
賃
支
払
支
援
法
の
早
急
な
審
議
を
求
め

ま
す
。こ
れ
が
な
け
れ
ば
、来
月
に
は
倒
産
と
廃
業
が
続
出
す
る
と
断
言
で

き
ま
す
。　

　
安
倍
総
理
か
ら
い
た
だ
き
た
い
の
は
、「
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
皆
さ
ん
こ
そ
日
本
の
底
力
」な
ど
と
い
う
美
し
い
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

で
は
な
く
、直
接
の
補
償
で
す
。我
々
は
、当
初
か
ら
、全
て
の
国
民
に
対
し一

律
十
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。家
に
い
て
く
だ
さ
い

と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、補
償
は
セ
ッ
ト
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
論
理
で
す
。こ

の
提
案
を
掃
い
て
捨
て
た
こ
と
が一連
の
混
乱
を
招
い
た
反
省
を
踏
ま
え
、今

後
の
ビ
ジ
ョン
と
ス
ケ
ジュ
ー
ル
、第
二
弾
、第
三
弾
の
給
付
の
め
ど
は
早
く
周

知
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、そ
の
際
は
、く
れ
ぐ
れ
も
受
給
権
者
を
世
帯
主
で

は
な
く
個
人
に
改
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、感
染
拡
大
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ゴ
ー
・

ト
ゥ
ー・キ
ャ
ン
ペー
ン
事
業
と
し
て一・
七
兆
円
も
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
点
も
指
摘
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
不
急
な
予
算
に
つ
い
て
は
、ど
う
か

全
額
、国
民
の
生
活
と
事
業
の
補
償
に
組
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。政
府
は
、Ｖ

字
回
復
フ
ェ
ー
ズ
を
意
識
し
た
も
の
と
説
明
し
ま
す
が
、緊
急
事
態
宣
言
が

延
長
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
時
期
に
、か
か
る
事
業
に
多
額
の
予
算
を

計
上
す
る
こ
と
は
滑
稽
で
す
。ど
こ
に
ゴ
ー・ト
ゥ
ー
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
考
え
る
の
も
、も
ち
ろ
ん
政
治
の
大
切
な
責
務
で

す
。し
か
し
、今
は
一
刻
を
争
う
人
の
元
に
支
援
を
届
け
る
予
算
が
先
で
す
。

感
染
防
止
資
器
材
が
な
い
ま
ま
治
療
に
当
た
る
医
師
、看
護
師
、救
急
隊
、

介
護
や
保
育
の
現
場
が
あ
り
ま
す
。家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
働
い
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
た
ち
が
い
ま
す
。給
食
が
な
い
か
ら

お
な
か
が
す
い
て
眠
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
子
供
や
、自
分
が
陽
性
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
こ
の
幼
い
子
供
は
ど
こ
に
預
け
れ
ば
い
い
の
か
と
不
安
を
抱
え

る一人
親
、も
う
大
学
を
や
め
る
し
か
な
い
と
荷
物
整
理
を
始
め
て
い
る
若
者

や
、イ
ベン
ト
中
止
の
損
失
額
の
大
き
さ
に
途
方
に
暮
れ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。ま
た
、基
礎
疾
患
が
あ
る
の
に
、お
な
か
に
子
供
が
い
る
の
に
、今
日
も
出

勤
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
が
い
る一
方
で
、解
雇
に
よ
っ
て
仕
事
も
住
む
場
所
も

一
気
に
失
っ
た
人
た
ち
も
い
ま
す
。そ
の
絶
望
感
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
本
中
が
今
、安
心
を
欲
し
て
い
ま
す
。　

　
以
上
、令
和
二
年
度
補
正
予
算
三
案
の
問
題
点
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し

た
。過
去
の
歴
史
に
学
べ
ば
、生
活
者
の
命
を
奪
っ
て
き
た
の
は
、感
染
症
だ

け
で
は
な
く
、間
違
っ
た
経
済
政
策
で
も
あ
り
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、我
々

は
、今
後
も
政
府
に
対
し
、強
力
な
補
償
、強
力
な
経
済
政
策
こ
そ
が
強
力

な
感
染
症
対
策
だ
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
訴
え
る
と
と
も
に
、具
体
的
な

提
案
を
も
っ
て
果
断
な
意
思
決
定
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
、私
の

討
論
を
終
わ
り
ま
す
。


